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概    要 本装置は、並列及び直列素子の複合多段構成によるサージエネルギ

ー減衰方式の避雷ユニットで、電源回線に設置し、電源線及び接地

線より侵入する雷サージ(JIS C 5381-11 ｸﾗｽⅠ,Ⅱ対応)から負荷設

備を保護するものです。本装置の稼動状態をランプ表示及び接点出

力します。 

品    名 高速回線避雷ユニット 

型    名 ＡＬＰＫ－ＶＡＪ３Ｐ（Ｔ３００） 

試験クラス クラスⅠ及びクラスⅡ 

方    式 サージエネルギー減衰方式 

適用回線 ３φ３Ｗ（ＴＴ系統），ＡＣ２００Ｖ，３００Ａ（１００ｋＶＡ）電源回線 

最大連続使用電圧(Uc) ＡＣ２６０Ｖ 

定格負荷電流(IL) ３００Ａ 

電圧降下 ０．５Ｖ以下 

挿入損失 ３００ＶＡ以下 

インパルス電流(Iimp) ２５ｋＡ／７５ｋＡ (10/350μs) 

公称放電電流(In) ２５ｋＡ (8/20μs) 

最大放電電流(Imax) ４０ｋＡ (8/20μs) 

防護モード L-L（ライン-ライン） L-E（ライン-接地） L-N（ライン-中性線） 

電圧防護レベル(Up) 全防護モード：１．５ｋＶ以下 

※公称放電電流(In)にて 

残留サージエネルギー 全防護モード：６ｍＪ以下 

※公称放電電流(In)にて 

サージエネルギー減衰量 全防護モード：－５８ｄＢ以上 

※公称放電電流(In)にて 

動作速度 ３ｎｓｅｃ．以下 

続流遮断定格 ５０ｋＡ 

状態表示出力 表示  稼動状態をランプ表示 

扉部：通電中,異常  盤内：ｱﾚｽﾀ故障,分離器動作 

出力  異常状態(ｱﾚｽﾀ故障,分離器動作)を無電圧 a 接点出力 

接点定格：DC30V,2A 以下 

警報  異常発生時(ｱﾚｽﾀ故障,分離器動作)に警報ﾌﾞｻﾞｰ出力 

動作カウンタ 雷サージによる本装置の動作をカウント表示及び接点出力 

絶縁抵抗 ＤＣ５００Ｖ，５０ＭΩ以上（入出力端子一括～フレーム間） 

絶縁耐力 ＡＣ２２００Ｖ，１分間（入出力端子一括～フレーム間） 

使用環境 温度  －４０～＋７０℃    湿度  ９５％以下（但し結露なきこと） 

外形寸法 Ｗ６００×Ｈ１３００×Ｄ２５０(mm) 

重    量 約７０ｋｇ 

分 離 器 内蔵 

 


